
　
私 が 日 立 港 湾 事 務 所 に 所

属 し て い た 平 成

1 4年 、 日 立

港 の 東 防 波 堤 沖 で 、 北 朝 鮮船 籍 の チ ル ソ ン 号 座 礁 事 故が 起 き ま し た 。 こ の 時 の こと で 印 象 に 残 っ て い る のは 、 燃 料 油 の 抜 き 取 り や 船体 撤 去 な ど の 作 業 で す 。 多く の 方 々 の 力 を お 借 り し たか ら こ そ 、 こ の 事 態 を 乗 り越 え る こ と が で き た よ う に思 い ま す 。　
座 礁 し た チ ル ソ ン 号 は 、

消 波 ブ ロ ッ ク に 乗 り 上 げ たこ と に よ り 船 底 に 亀 裂 が 入り 、 油 漏 れ が 発 生 し て い まし た 。 最 近 の 船 で あ れ ば 、燃 料 タ ン ク は 船 底 に あ っ て

も 二 重 壁 で 守 ら れ て お り 、外 殻 に 亀 裂 が 入 っ て も す ぐに 油 漏 れ を 起 こ す こ と は あり ま せ ん が 、 チ ル ソ ン 号 は船 体 の 外 殻 が 燃 料 タ ン ク の外 壁 も 兼 ね て い た た め 、 船体 の 亀 裂 が す ぐ に 油 漏 れ に繋 が っ て し ま っ た の で す 。　
船 体 に 波 が 打 ち 当 た る こ

と で 亀 裂 が 拡 大 し 、 油 漏 れが さ ら に 進 む こ と が 予 想 され た た め 、 燃 料 タ ン ク 内 の残 存 油 の 抜 き 取 り を 急 ぎ 実施 す る こ と に し ま し た 。 応用 地 質 に 依 頼 し 、 ボ ー リ ング マ シ ン を 用 い て 燃 料 タ ンク の 上 面 に 穴 を 開 け 、 オ イル ポ ン プ で 残 存 油 を 抜 き 取

る 方 法 を 取 る こ と に な り まし た 。 こ の 時 点 で 、 す で に船 体 が 傾 い て い る 状 態 であ っ た た め 、 作 業 は 困 難 を極 め ま し た 。　
ボ ー リ ン グ ロ ッ ド の 先 端

に 取 り 付 け ら れ た ダ イ ヤ モン ド ビ ッ ト が 滑 り 、 な か なか 食 い 付 か ず 、 用 意 し た ダイ ヤ モ ン ド ビ ッ ト は す べ て摩 耗 し 使 え な く な っ て し まい ま し た 。 時 間 と の 勝 負 でも あ っ た こ と か ら 、 夜 中 に埼 玉 県 ま で 器 材 を 取 り に 行き 、 戻 っ て き て か ら 再 び 作業 を 繰 り 返 し ま し た 。 夜 明け 前 に は 穴 を 開 け る こ と に成 功 し た た め 、 そ の 後 は 日本 サ ル ヴ ヱ ー ジ の 方 々 が 油の 抜 き 取 り 作 業 を 実 施 し 、残 存 油 の 大 部 分 を 回 収 す る

　
海 は 、 平 時 は 穏 や か で 美 し い で す が 、 時 折 キ バ を

剥 く こ と が あ り ま す 。  港 湾 に 携 わ る 仕 事 を す る 際 は 、緊 急 時 に 備 え 、 す ぐ 対 応 で き る よ う 常 に 心 掛 け る 必要 が あ る の で し ょ う 。

�

（
Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
日 立 港 は 、 東 京 か ら 北 東

約 １ ２ ０ ㎞ に 位 置 し 、 現 在で は ５ つ の 埠 頭 に

1 4の 公 共

バ ー ス が 完 成 し て お り ます 。 石 油 製 品 や 鉱 産 品 な どが 取 り 扱 わ れ て お り 、 釧 路と 結 ぶ Ｒ Ｏ Ｒ Ｏ 航 路 も デ イリ ー 運 航 さ れ て お り ま す 。東 京 ガ ス の 日 立 Ｌ Ｎ Ｇ 基 地の 立 地 に よ り 、 エ ネ ル ギ ー供 給 拠 点 に も な っ て お り ます 。　
私 が 港 湾 課 長 だ っ た 平 成1 4年

1 2月 ５ 日 、 北 朝 鮮 船 籍

の チ ル ソ ン 号 、 全 長

9 6・ ２

ｍ 、 総 ト ン 数 ３ ・ １ ４ ４ ｔが 、 こ の 日 立 港 の 東 防 波 堤消 波 ブ ロ ッ ク に 乗 り 上 げ て

は 全 国 に 例 が な か っ た よ うで す 。 国 の 全 面 的 な 支 援 、ま た 地 元 の 日 立 市 、 特 に 関係 す る 漁 業 組 合 の 皆 様 、 いろ い ろ な 場 面 で 助 け て い ただ い た 建 設 業 界 の 皆 様 に 、深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 海岸 で 油 回 収 を 行 っ て く れ たボ ラ ン テ ィ ア の 皆 様 に も 感謝 で す 。 そ の 節 は 本 当 に あり が と う ご ざ い ま し た 。　
こ の 事 故 を 契 機 に 、 茨 城

県 の 港 湾 条 例 が 改 訂 さ れ 、国 も い ろ い ろ 制 度 改 正 を行 っ た の で す 。

い ま し た が 、 結 果 的 に は 新た な 損 傷 浸 水 を 確 認 し 、 地元 に あ る タ グ ボ ー ト で の 曳航 は 無 理 だ と 判 断 さ れ ま した 。  そ の 後 、  海 難 救 助 船 オ ーシ ャ ン タ グ に よ る 曳 航 も 実施 し ま し た が 、 う ま く い きま せ ん 。 こ こ で 、 曳 航 を 諦め 、 残 存 油 の 抜 き 取 り 作 業を 実 施 す る こ と に な り ま した 。

1 2月

1 2日 の こ と で す 。

　
油 抜 き が ひ と 段 落 し て 、

今 度 は 積 荷 の タ イ ヤ チ ッ プの 撤 去 で す 。  こ の ま ま だ と 、海 上 に 散 乱 し て し ま う お それ が あ り ま し た 。 こ の 作 業に つ い て は 、 港 湾 関 連 の 業者 さ ん に 大 い に 助 け て い ただ き ま し た 。　
船 は 、 し ば ら く 安 定 を

保 っ て お り ま し た が 、 翌 年３ 月 中 旬 、 大 き く ２ つ に 分断 し て し ま い 、 地 元 の 日 立市 か ら チ ル ソ ン 号 の 早 期 撤去 が 求 め ら れ ま し た 。　
国 と の 協 議 を 重 ね な が

ら 、 台 風 前 に ど う に か し よう と い う こ と で 、  ５ 月

2 7日 、

橋 本 知 事 が 船 体 撤 去 に 着 手す る こ と を 発 表 し ま し た 。　
作 業 は タ イ ヤ チ ッ プ の 撤

し ま う と い う 事 故が 起 き ま し た 。 油が 漏 れ て 、 相 当 の範 囲 に 広 が る お それ が あ っ た の です 。　
各 港 湾 事 務 所 に

急 ぎ 呼 び か け 、 ある だ け の オ イ ルフ ェ ン ス を 日 立 港ま で 早 急 に 運 ん でも ら い 、 オ イ ルフ ェ ン ス の 設 置 を最 優 先 で 実 施 し まし た 。　
那 珂 湊 海 上 保 安

部 と 、 チ ル ソ ン 号の 曳 航 方 法 を 協 議し た 結 果 、 船 会 社

と の 交 渉 や 費 用 に つ い て は県 が 責 任 を 持 ち 、 作 業 に つい て は 保 安 部 が 指 揮 す る こと に な り ま し た 。　
何 度 も 曳 航 を 試 み て も ら

め 、 改 良 工 事 の 中 で 座 礁 船を 撤 去 す る こ と に な っ た ので す 。　
防 波 堤 の 前 面 は 砕 波 帯 に

位 置 し 、 海 面 下 の 作 業 は 困難 で あ る こ と か ら 、 船 体 の一 部 は 残 さ ざ る を 得 ま せ んで し た 。  し か し 、  消 波 ブ ロ ック を 補 充 す る こ と に よ っ て残 存 船 体 を 覆 う こ と に なり 、 結 果 と し て 船 体 を 安 定さ せ る こ と が で き た の です 。 そ う し て 座 礁 船 を 撤 去す る こ と が で き 、 日 立 港 の安 定 的 な 荷 役 の 改 善 に も つな げ る こ と が で き ま し た 。　
な お 、 東 防 波 堤 の 改 良 区

間 は 、 傾 斜 堤 の 背 後 に コ ンク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 積 み 上げ た 構 造 で し た 。 嵩 上 げ と合 わ せ て 傾 斜 堤 の 消 波 ブロ ッ ク を 補 充 す る こ と で 、十 分 な 越 波 防 止 効 果 が 得 られ る の か 、 当 時 エ コ ー の 顧問 で あ っ た 元 運 輸 省 港 湾 技術 研 究 所 の 合 田 良 実 博 士に 、 間 接 的 で は あ り ま す が意 見 を い た だ き な が ら 改 良工 事 を 実 施 し ま し た 。　
ど ん な 工 事 に お い て も 、

専 門 的 な 技 術 や 視 点 を 持 って い る 方 々 の お か げ で 成 し遂 げ る こ と が で き た の だと 、 今 で も 大 変 感 謝 し て おり ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

去 に 使 用 し た 作 業 ス テ ー ジを 使 用 し 、 船 体 を 切 断 し なが ら 撤 去 し ま し た 。 台 風シ ー ズ ン 前 の ７ 月

2 1日 ま で

に 、 水 上 部 の 撤 去 を 完 了 させ 、 最 終 的 に は 平 成

1 6年 １

月 ３ 日 に 完 了 と な っ た の です 。　
静 か な 海 を 取 り 戻 す の に

１ 年 以 上 か か り ま し た が 、こ ん な に 早 く 対 応 で き た の

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 港 湾 課 編 ③

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

日 立 港 で の 座 礁 事 故 の お も い で

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 長 ）

元 県 土 木 部 都 市 計 画 課 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 課 長 補 佐 ）

渡 邊 一 夫 氏 大 塚 嘉 久 氏×

事 故 か ら 港 湾 条 例 が 改 訂

こ と が で き ま し た 。　
こ れ ら の 作 業 は 、 燃 料 油

が 付 着 し 傾 い た 甲 板 上 と いう 、 非 常 に 足 場 の 悪 い な かで 日 夜 行 わ れ ま し た 。 少 しも 油 断 で き な い 危 険 な 作 業で し た が 、 怪 我 人 を 一 人 も出 す こ と も な く 、 無 事 終 えら れ た の は 大 変 幸 運 な こ とだ っ た と 思 い ま す 。 ご 協 力い た だ い た 方 々 の 技 術 力や 、 日 頃 の 訓 練 の 成 果 、 規律 の す ば ら し さ に は 深 く 感服 し ま し た 。　
翌 年 度 に 実 施 し た 船 体 の

撤 去 は 、 東 防 波 堤 の 改 良 工事 の 中 で 進 め た も の で す 。日 立 港 は 、 東 防 波 堤 背 後 の泊 地 の 静 穏 度 が 十 分 に 確 保さ れ て い な い た め 、 荷 役 に支 障 が 生 じ て い ま し た 。 必要 な 静 穏 度 を 確 保 す る た めに は 、  東 防 波 堤 を 嵩 上 げ し 、さ ら に 前 面 の 消 波 ブ ロ ッ クを 補 充 す る な ど の 改 良 が 必要 だ っ た の で す 。　
費 用 対 効 果 を 検 証 し 、 十

分 な 効 果 が 認 め ら れ た こ とか ら 、 東 防 波 堤 の 改 良 工 事を 実 施 す る こ と に 決 ま り まし た 。 改 良 工 事 を 実 施 す るた め に は 、 前 面 に 放 置 さ れて い た 座 礁 船 が 支 障 と な るこ と か ら 、 こ れ を 撤 去 す る必 要 が あ り ま し た 。 こ の た

大 塚

　
嘉 久 （ お お つ

か
　
よ し ひ さ ）

１ ９ ５ ４ 年 ３ 月

2 4日

生 ま れ 。

6 9歳 。 １ ９

７ ６ 年 ４ 月 に 初 入庁 、 港 湾 課 に 所 属 。そ の 後 、 日 立 港 湾 事務 所 工 務 第 二 課 長 、港 湾 課 課 長 補 佐 な どを 経 て 、 ２ ０ １ ４ 年３ 月 に 都 市 計 画 課 長で 定 年 を 迎 え た 。

船 体 撤 去

 東 防 波 堤 嵩 上 げ

門 開 閉 装 置 等 更 新 工 事 」 にお い て 、 不 調

･不 落 対 策 と

し て 公 募 型 指 名 競 争 入 札 方式 （ 総 合 評 価 落 札 方 式 ） を試 行 す る 。 開 札 日 は ７ 月

1 9

日 。 技 術 資 料 な ど は 今 月

1 6

正 午 ま で 受 け 付 け る 。　
工 事 場 所 は 神 栖 市 日 川 。

工 事 種 別 は 機 械 設 備 工 事 。　
老 朽 化 し た 日 川 第 二 水 門

の 開 閉 装 置 と 扉 体 更 新 を 行う 工 事 で 、 概 要 は 開 閉 装 置更 新 １ 門 分 、 扉 体 更 新 １ 門分 。 発 注 規 模 は ３ ０ ０ ０ 万円 ～ ６ ０ ０ ０ 万 円 未 満 。　
不 調 ・ 不 落 対 策 と し て 公

募 型 指 名 競 争 入 札 を 試 行 する ほ か 、 余 裕 期 間 制 度 （ フレ ッ ク ス 方 式 ） を 採 用 。 工　
１ ９ ６ ５ 年 ７ 月

2 7日 生 ま

れ 。

5 7才 。 現 在 ５ 期 目 。 都

市 建 設 委 員 会 委 員 長 、 産 業水 道 委 員 会 委 員 長 な ど を 務め た 。 　
１ ９ ７ ６ 年

1 1月

1 0日 生 ま

れ 。

4 6才 。 現 在 ４ 期 目 。 都

市 建 設 委 員 会 副 委 員 長 、 産業 消 防 委 員 会 委 員 長 、 副 議長 な ど を 歴 任 。 で の バ ス ロ ー タ リ ー や 駐 車場 の 整 備 な ど を 指 す 。 結 城南 中 の 敷 地 内 に 、 小 学 校 ５校 を 統 合 す る 新 設 小 学 校 を

の 拡 張 に 活 用 し 、 小 中 共 用の 駐 車 場 と し て 利 用 で き るよ う に す る 。 駐 車 可 能 台 数は １ ０ ０ 台 以 上 を 確 保 し たい 考 え 。 駐 輪 場 は 校 舎 北 側に 位 置 す る 。 屋 根 付 き の もの が ６ 棟 あ り 、 こ の う ち 東側 ３ 棟 分 を 解 体 す る 。　
結 城 南 中 の 敷 地 面 積 は 約

６ 万 ５ ６ ５ ７ ㎡ 。 敷 地 内 の北 側 に は 既 存 校 舎 、 屋 内 運動 場 な ど が あ る 。 新 設 校 の基 本 構 想 ・ 基 本 計 画 に よ る　
城 里 町 は 、 環 境 セ ン タ ー

（ 下 古 内 １ ６ ８ ０ ） ス ト ック ヤ ー ド で 外 構 整 備 を 実 施す る た め 、 こ の ほ ど 測 量 設計 を 城 北 測 量 設 計 ㈱ （ 城 里町 ） へ 委 託 し た 。 履 行 期 間は 来 年 ２ 月

2 9日 ま で 。 当 初

予 算 に は 工 事 費 を 含 め 事 業費 ６ ９ ０ ２ 万 ５ ０ ０ ０ 円 を計 上 し て い る 。　
環 境 セ ン タ ー は 老 朽 化 に

よ り 隣 接 地 へ 新 た な 施 設 の整 備 を 行 い 、 ２ ０ ２ １ 年 ３月 に 竣 工 。 施 設 の 規 模 は 、焼 却 施 設 が

2 0ｔ ／ 日 （

2 0ｔ

／

1 2ｈ × １ 炉 ）  、 リ サ イ ク

ル 施 設 が １ ・ ９ ｔ ／ 日 。　
ス ト ッ ク ヤ ー ド は 旧 ご み

る 最 適 な 整 備 手 法 （ 自 転 車の ピ ク ト グ ラ ム や 帯 状 路 面表 示 、 矢 羽 根 型 路 面 表 示 など ） を 検 討 。 工 事 発 注 に 必要 な 設 計 図 の 作 成 を 行 う 。ま た 、 交 差 点 等 特 殊 部 と 標準 部 の 路 面 表 示 方 法 を 示 した 図 面 を 作 成 す る 。　
な お 、 設 計 業 務 の 予 定 価

格 は ４ ３ １ 万 円 （ 税 抜 き ）  。６ 月

3 0日 に 開 札 す る 。

　
社 会 福 祉 法 人 仁 心 会 （ 水

戸 市 酒 門 町 １ １ ７ ７

－

３ ）

は ６ 日 、  （ 仮 称 ） 特 別 養 護

　
土 浦 市 は 、 自 転 車 ネ ッ ト

ワ ー ク 計 画 に 基 づ い た 自 転車 通 行 空 間 整 備 の た め 、 路面 表 示 等 を 検 討 す る 。 ６ 日に 設 計 業 務 の 一 般 競 争 入 札を 公 告 し た 。 業 務 の 対 象 延長 は

1 7㎞ 。

　
同 業 務 は 、 市 自 転 車 の ま

ち づ く り 構 想 の 策 定 を ふ まえ 、 安 心 し て 自 転 車 を 利 用で き る 環 境 の 創 出 を 図 る こと を 目 的 に 路 面 表 示 検 討 、設 計 図 書 ・ 数 量 の 算 出 を 行う も の 。 履 行 期 間 は １ ２ ０日 間 。　
主 な 業 務 内 容 は 設 計 計 画

や 現 地 踏 査 。 現 地 踏 査 で は現 道 の 幅 員 構 成 等 設 計 に 必要 な 情 報 に つ い て 、 現 地 の状 況 を 確 認 。 ま た 、 路 面 の不 陸 や 構 造 物 の 劣 化 、 植 栽等 、 自 転 車 の 走 行 上 支 障 とな る も の を 確 認 し 、 自 転 車の 走 行 上 支 障 と な る よ う な課 題 に つ い て は 対 応 方 策 を検 討 。 踏 査 結 果 と し て 取 りま と め る 。　
現 地 踏 査 の 結 果 や 既 往 資

料 を も と に 、 各 路 線 に お け

　
国 土 交 通 省 霞 ヶ 浦 河 川 事

務 所 は 、  「 Ｒ ４ 日 川 第 二 水 　
環 境 整 備 に つ い て は 、 結

城 南 中 学 校 の 敷 地 内 に あ る既 存 プ ー ル 、 部 室 棟 、 テ ニス コ ー ト な ど の 解 体 、 跡 地

整 備 す る た め の 環 境 整 備 を実 施 す る 。　
既 存 プ ー ル の 解 体 工 事

は 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 に 実 施 する 計 画 。 敷 地 西 側 に 、 規 模
5 0ｍ × ８ コ ー ス 、 面 積 ８ ５

５ ㎡ 、 構 造 Ｒ Ｃ 造 の プ ー ルが あ る 。 部 室 棟 は プ ー ル に隣 接 し て お り 、 構 造 は Ｃ Ｂ造 平 屋 建 て 、 １ １ ９ ㎡ 。　
テ ニ ス コ ー ト は ４ 面 分

で 、 フ ェ ン ス 等 を 撤 去 し 整地 す る 予 定 。 別 の 場 所 へ の移 転 を 想 定 し て い る 。　
ま た 、 駐 輪 場 も 一 部 解 体

を 予 定 。 跡 地 は 既 存 駐 車 場

と 、 新 設 校 校 舎 は 結 城 南 中グ ラ ウ ン ド 西 側 に 配 置 し 、北 側 に あ る 既 存 中 学 校 と 渡り 廊 下 で 繋 ぐ こ と で 施 設 一体 型 と す る と の こ と 。　

2 4年 度 ま で に 設 計 を 策

定 、 順 調 で あ れ ば

2 5年 度 に

は 新 設 校 の 建 築 工 事 お よ び外 構 工 事 に か か り 、

2 7年 度

の 開 校 を 目 指 す 。　
新 設 校 本 体 の 設 計 業 務 は

㈱ 桂 設 計 茨 城 事 務 所 （ 水 戸市 ） が 担 当 す る 。処 理 施 設 を 解 体 し た 跡 地 。外 構 は 舗 装 面 積 約 ４ １ ０ ０㎡ を 想 定 し て お り 、 設 計 には 小 構 造 物

1 0カ 所 、 フ ェ ン

ス ・ 防 護 柵 ３ カ 所 、 小 排 水路 な ど も 含 ま れ る 。　
測 量 設 計 業 務 の 指 名 競 争

入 札 は ５ 月

2 6日 に 執 行 。 落

札 金 額 は ４ ５ ５ 万 円 （ 税 抜き ） だ っ た 。老 人 ホ ー ム か つ た 新 設 工 事の 一 般 競 争 を 公 告 し た 。 工事 場 所 は 、 ひ た ち な か 市 三反 田 字 新 堀 ３ ６ ８ ８

－ １ ほ

か ８ 筆 。 工 事 内 容 は 建 築 工事 、 管 工 事 、 電 気 工 事 。 開札 は ７ 月 ５ 日

1 0時 か ら 。

　
工 事 概 要 は Ｓ 造 ２ 階 建

て 、 延 べ 床 面 積 ４ ０ ０ ９ ・９ ２ ㎡ 。 設 計 は ㈱ 戸 頃 建 築設 計 事 務 所 （ 水 戸 市 ）  。 工事 期 間 は 約

1 3カ 月 。

　
主 な 参 加 資 格 は 県 内 に 主

た る 営 業 所 （ 本 店 ） が あ るこ と や 、 特 定 建 設 業 の 許 可な ど 。 入 札 書 の 受 領 期 間 は７ 月 ４ 日 必 着 。 　
常 陸 太 田 市 は 、 里 美 支 所

の 外 壁 修 繕 工 事 を 計 画 し てい る 。 発 注 は ８ 月 に 指 名 競争 入 札 で の 発 注 を 予 定 し てお り 、 工 期 は ３ カ 月 を 想 定し て い る 。　
里 美 支 所 の 外 壁 ６ ０ １ ㎡

の 修 繕 工 事 を 実 施 す る 。 工事 内 容 は 、 壁 の ク ラ ッ ク 補修 、  窓 枠 の シ ー リ ン グ 補 修 、外 壁 の 保 護 剤 塗 装 な ど を 行う 予 定 。 担 当 者 に よ れ ば 工事 期 間 の 天 候 を 踏 ま え て 発注 を 行 い た い と し て お り 、指 名 競 争 入 札 で の 発 注 を ８月 、 着 工 は ９ 月 を 計 画 し てい る 。　
里 美 支 所 は １ ９ ９ ３ 年

築 、 Ｓ 造 ２ 階 建 て 、 延 べ 床面 積 １ ７ ４ ８ ・ ７ ７ ㎡ 。

　
開 会 中 の ２ ０ ２ ３ 年 第 ２ 回 水 戸 市 議 会 定 例 会 で 議

長 選 挙 お よ び 副 議 長 選 挙 が 行 わ れ 、 第

6 3代 議 長 に 大

津 亮 一 氏 、 第

7 3代 副 議 長 に 高 倉 富 士 男 氏 が そ れ ぞ れ

就 任 し た 。 　
結 城 市 は 、 ６ 月 の 第 ２ 回 定 例 会 に 上 程 す る 補 正 予

算 案 （ 第 ２ 号 ） で 、 結 城 南 中 学 校 区 新 設 校 の 環 境 整備 実 施 設 計 委 託 料 を ４ ０ １ 万 ５ ０ ０ ０ 円 増 額 し た 。当 初 予 算 で は １ ３ ５ ８ 万 ５ ０ ０ ０ 円 を 設 定 し て おり 、 総 額 １ ７ ６ ０ 万 円 と な る 。 議 決 後 、 す ぐ に も 委託 に 向 け た 準 備 を 進 め た い 考 え 。 随 意 契 約 の 可 能 性が 高 い が 、 現 時 点 で の 発 注 方 式 は 未 定 と し て い る 。

期 は 来 年 ３ 月

2 9日 ま で 。

　
工 事 実 績 に つ い て は 、 ２

０ ０ ８ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 元請 け と し て 完 成 ・ 引 渡 し が完 了 し た 、  水 門 ま た は 樋 門  ・樋 管 の ゲ ー ト 設 備 を 施 工 した 実 績 （ 新 設 ・ 改 造 ・ 更新 ・ 修 繕 工 事 の 別 は 問 わ ない 。 た だ し 、 点 検 ・ 整 備 業務 や 塗 装 の み の 修 繕 工 事 は除 く ） を 求 め て い る 。
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